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京都市における社協行動指針の策定にあたって 

 

 

京都市社会福祉協議会（市社協）は、昭和２７年７月に発足し、昭和３６年３

月に社会福祉法人としての認可を受けました。本年は法人設立５０周年にあた

りますが、この間、住民の皆様や関係機関・団体の皆様の御理解と御協力を得

て、地域福祉の推進に取り組んでまいりました。 

平成元年に南区社会福祉協議会が法人化したのを皮切りに、１１区社会福祉協

議会（区社協）のすべてが法人となり、区社協においては生活福祉資金貸付事

業相談や日常生活自立支援事業を展開し、学区社会福祉協議会（学区社協）に

おいては寝具クリーニングや健康すこやか学級などの事業を実施するなど、地

域福祉の推進を図ってまいりました。また、市社協においては、老人福祉セン

ター、児童館、老人デイサービスセンター、洛西ふれあいの里保養研修センタ

ー、長寿すこやかセンター・菊浜老人短期入所施設、福祉ボランティアセンタ

ーやひと・まち交流館京都などの指定管理事業を受託し、今日では、９００名

を超える職員を抱える大きな組織に発展するとともに、市・区・学区の三層か

らなる地域に根付いた組織として、住民の皆様や関係機関・団体の皆様ととも

に、日々、地域福祉の推進に取り組んでおります。 

さて近年、少子高齢化の進行やコミュニティの弱体化、厳しい雇用情勢を背

景に、孤独死、虐待、ホームレスなどの新しい福祉課題が深刻化し、社協にお

いても適切な対応が求められています。さらに東日本大震災で明らかになった

災害時要配慮者への平常時からの支援の重要性や、介護保険制度における地域

包括ケアシステムの来年度からの導入を控え、皆様から寄せられた御意見も踏

まえて、この度、社協行動指針を策定いたしました。 

今後、市社協においては平成２３年度中に所属別の重点目標を、区社協にお

いては平成２４年度中に策定する区社協地域福祉活動計画などにおいて重点目

標をお示しいたします。学区社協においては平成２５年度以降に重点目標を設

定し、住民の皆様や関係機関・団体の皆様とともに、「人に優しく、災害に強い、

信頼の絆で結ばれた福祉のコミュニティづくり」を進めてまいりますので、皆

様方の一層の御理解と御協力をお願いいたします。 

 

平成２３年８月 

 

社会福祉法人 京都市社会福祉協議会 

会  長   村  井  信  夫 
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人に優しく、災害に強い、信頼の絆で結ばれた福祉のコミュニティづくりを進めます。 

 

＊社協の３つの役割（地域活動・相談支援・指定管理事業）と共通基盤の目標＊ 

（地域活動の目標） 

○住民相談会、住民懇談会や調査などを通じて常に住民の福祉ニーズや地域の福祉課題を把握し、関係

機関・団体と共有するとともに連携を図ることにより、住民の福祉ニーズの充足や地域の福祉課題の

解決に取り組みます。 

○健康すこやか学級や寝具クリーニングに加えて、身近な地域で、高齢者、障害者、児童などに対する

見守り活動、居場所づくりなどの生活支援を通じて孤立を防止するとともに、災害時にも力を発揮す

る住民の支え合いを進めます。 

○広報・啓発、研修会、活動マニュアルや事例集の整備・活用により住民参加を促進するとともに、地

域活動の担い手を育成し、活動の輪を広げます。 

 

（相談支援の目標） 

○関係機関・団体との定期的な協議の場や個別支援における調整などを通じて連携を深め、生活福祉資

金貸付事業などの制度を活用して総合的な相談支援を展開します。 

○広報・啓発による住民の理解を深め、関係機関・団体とも連携した個別支援のネットワークを広げ、

災害時にも力となれる地域ぐるみの支援を進めます。 

○研修の充実や経験の蓄積などにより相談支援の技術を向上させるとともに、日常生活自立支援事業や

法人後見事業の実施などにより権利擁護を推進します。 

 

（指定管理事業の目標） 

○利用者アンケートや第三者評価などにより利用者本位の福祉サービスの提供に取り組みます。 

○社協内部の団体や施設はもとより、社協外部の団体や施設とも相互の交流や世代間交流を図ることに

より幅広い連携に努めます。 

○地域交流事業を進め、地域の声を施設運営などに反映させるとともに、平常時はもとより、災害時に

も貢献できる、地域に開かれた施設づくりを進めます。 

 

（共通基盤の目標） 

○住民の福祉ニーズや時代の変化に応じた活動や福祉サービスを提供します。 

○個人情報の保護や経理の明確化など法令を遵守し、誰もが参加しやすい組織づくりを進めます。 

○広報・啓発や研修をはじめ、あらゆる事業・活動を通じて、地域福祉の担い手の育成を進めます。 

 

基本目標 
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京都市における社協行動指針策定とその背景

基本目標 人に優しく、災害に強い、信頼の絆で結ばれた福祉のコミュニティづくりを進めます。

～ 社協の３つの役割（ ・ ・ ）と の現状と目標 ～地域活動 指定管理事業相談支援 共通基盤

少子高齢化の進行・コミュニティの弱体化・厳しい雇用情勢

地域住民利用者

関係団体
非制度的制度的

専門性

市民性

関係機関

地域活動

相談支援指定管理
つなぎと

共有

気づきと

支援

交流と

反映

■ 指定管理事業
（現状）

・経営問題

（目標）

・アンケートなどによる利用者本位の福祉サービス

の提供

・相互交流や世代間交流による連携

・地域の声の反映と開かれた施設づくり

■ 相談支援
（現状）

・増大する福祉ニーズ

（目標）

・連携などによる総合的な相談支援

・地域ぐるみの個別ネットワークの拡大

・技術の向上と権利擁護の推進

■ 地域活動
（現状）

・取組の格差

（目標）

・懇談会や調査による福祉ニーズや課題の把握と

解決

・見守り活動などの住民の支え合いの推進

・住民参加の促進と地域活動の担い手の育成

■ 共通基盤
（現状）

・組織の硬直化

（目標）

・変化に応じた福祉サービスの提供

・法令遵守と参加しやすい組織
・地域福祉の担い手の育成

協働
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